
      

４
月
８
日
、
２
０
１
９
年
度
第
59

回
文
徳
高
等
学
校
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、

393
名
の
新
入
生
が
入
学
を
許
可
さ

れ
、
荒
木
校
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。 「

文
徳
高
校
の
『
文
』
は
学
問
、

『徳
』は
ま
っ
す
ぐ
な
心
を
意
味
し
ま

す
。
校
名
の
通
り
、
学
問
に
よ
っ
て
未

来
を
興
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
例

年
新
入
生
に
話
し
て
い
る
三
つ
の
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。 

一
、
近
道
を
せ
ず
、
何
事
も
勇
気

を
持
っ
て
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
。
先

頃
引
退
し
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、
熱

中
で
き
る
も
の
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

と
若
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
自

分
の
限
界
を
少
し
超
え
る
こ
と
を
繰 

 

 

             

           

   

   り
返
し
て
、
彼
は
こ
こ
ま
で
来
た
と

言
い
ま
す
。
二
、
規
律
あ
る
行
動
を

と
る
こ
と
。
時
間
を
守
る
、
挨
拶
を

す
る
、
人
を
い
じ
め
な
い
。
決
し
て

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
、

よ
き
友
を
作
る
こ
と
。
一
生
を
支
え

る
財
産
と
な
る
よ
う
な
、
強
い
絆
の

友
情
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。 

三
年
間
で
、
大
き
く
変
身
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
」 

 
中
山
理
事
長
の
祝
辞
で
は
、
「自
ら

考
え
、
行
動
で
き
る
自
立
し
た
人
間

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
三
年
間
を

送
っ
て
ほ
し
い
。
」
、
ま
た
文
徳
会
会

長
小
佐
井
様
の
祝
辞
で
は
、
「
与
え

ら
れ
た
平
等
な
時
間
を
ど
う
使
う

か
は
自
分
次
第
。
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
が

言
っ
た
よ
う
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
挑

戦
を
続
け
て
ほ
し
い
。
」と
、
新
入
生 

                          

              

へ
力
強
い
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

 

続
い
て
多
く
の
ご
来
賓
と
祝
詞
祝

電
の
紹
介
が
あ
り
、
森
く
ん
（
1JSS
宇

土
鶴
城
中
）が
新
入
生
代
表
宣
誓
で
、

「
間
も
な
く
元
号
が
令
和
へ
と
変
わ

り
、
ど
こ
に
も
答
え
の
な
い
新
し
い

時
代
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
三
年

間
、
熱
意
と
情
熱
を
も
っ
て
努
力
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
」と
、
し
っ

か
り
し
た
大
き
な
声
で
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。 

 
式
後
、
新
入
生
保
護
者
を
代
表
し

て
吉
野
様
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、
宮

田
１
学
年
主
任
が
「年
号
が
変
わ
る
、

季
節
が
変
わ
る
。
今
日
は
新
し
い
こ

と
を
始
め
る
の
に
も
っ
て
こ
い
の
日

で
す
。
」と
述
べ
て
１
学
年
担
任
団
を

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
各
教
室
で

の
学
級
開
き
が
行
わ
れ
て
、
す
べ
て

の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。 

う
ら
ら
か
な
春
の
日
、
例
年
に
な

く
桜
の
花
が
咲
く
中
で
の
、
平
成
最

後
の
入
学
式
で
し
た
。 

            

                

４
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日

間
の
日
程
で
、
新
入
生
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。 

９
日
（１
日
目
）は
、
研
修
の
は
じ

め
に
・学
校
長
訓
話
・淵
徳
会
入
会
行

事
・
対
面
式
・
部
活
動
紹
介
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
学
年
主
任
の
宮

田
先
生
か
ら
研
修
の
目
的
が
話
さ

れ
た
後
、
河
村
先
生
よ
り
挨
拶
の
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
簡

単
な
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
学
校
長
訓
話
で
は
、
学
校
創
設

の
歴
史
と
、
本
校
の
教
育
目
標
、
実

際
に
学
校
長
が
指
導
さ
れ
た
過
去
の

生
徒
を
例
に
、
こ
れ
か
ら
文
徳
生
と

し
て
過
ご
す
３
年
間
を
有
意
義
に
過

ご
す
た
め
に
実
践
し
て
ほ
し
い
こ
と

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
淵

徳
会
入
会
式
で
は
、
本
校
の
同
窓
会

組
織
で
あ
る
淵
徳
会
の
成
り
立
ち

を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映
後
、
笹

田
会
長
（昭
和
44
年
電
子
科
卒
）よ

り
挨
拶
、
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き 

            

           

   

ま
し
た
。 

対
面
式
で
は
、
生
徒
会
長
の
安
武

く
ん
（
3JS2
泗
水
中
）
よ
り
、
新
入
生

に
対
し
て
歓
迎
の
言
葉
が
送
ら
れ
、

生
徒
会
紹
介
後
、
新
入
生
を
代
表
し

て
、
下
田
さ
ん
（
1JSS
千
丁
中
）が
、
先

輩
方
へ
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
式

終
了
後
の
部
活
動
紹
介
で
は
、
三
十

を
超
え
る
部
活
動
と
同
好
会
が
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
り
、
各
部
様
々
に
趣
向

を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

日
々
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
会
場

は
生
徒
の
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。 10

日
（
２
日
目
）
は
新
入
生
テ
ス

ト
を
３
時
間
実
施
し
、
そ
の
他
の
時

間
は
す
べ
て
Ｌ
Ｈ
Ｒ
に
割
り
当
て
ら

れ
、
自
己
紹
介
や
学
級
目
標
決
め
、

ク
ラ
ス
委
員
の
選
定
や
校
内
見
学
を

行
い
ま
し
た
。 

11
日
（３
日
目
）は
学
年
ガ
イ
ダ

ン
ス
・校
歌
練
習
・団
体
行
動
練
習
・

少
年
犯
罪
防
止
講
話
・生
徒
指
導
部
・

保
健
部
・教
務
部
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

            

                           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

12
日
（最
終
日
）は
学
習
ガ
イ
ダ

ン
ス
・Ｌ
Ｈ
Ｒ
（研
修
の
ま
と
め
）が
行

わ
れ
た
後
、
Ｆ
２
～
４
、
Ｔ
で
は
到
達

度
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ｓ
Ｓ
～
Ｆ
１
、
Ｓ
Ｔ
で
は
、
早
速

三
時
間
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
最
終
日
に
も
な
る
と
、
新
入
生

は
学
校
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
た
よ

う
で
、
元
気
に
挨
拶
を
し
た
り
、
友

人
と
笑
顔
で
過
ご
し
た
り
と
、
文
徳

生
ら
し
い
爽
や
か
な
表
情
に
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
。 
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生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 

 
 

 

 

 

今 後 の 予 定 
４月 

27日(土) 体育大会予行・設営・準備 

28日(日) 体育大会 

29日(月) 昭和の日 

30日(火) 国民の休日 

５月 

1日(水) 令和天皇即位の日 

2日(木) 国民の休日 

3日(金) 憲法記念日 

4日(土) みどりの日 

5日(日) こどもの日 

6日(月) 振替休日 

7日(火)  4/27の代休 

8日(水)  4/28の代休 

9日(木) 平常授業 3年就公模試(1) 

      １年探究 理工科ガイダンス 

11日(土) １年スタディサポート 

（JSS・JS・F1・ST） 

13日(月) ３年第１回就職ガイダンス 

       公務員強化指導 

       １年課外授業開始 

14日(火) ２年内科検診 

15日(水) 海外語学研修 

       第２回オリエンテーション 

       １年歯科検診 

       １年探究 進学適職診断 

17日(金) 学校交通安全日(638回) 

18日(土) 文徳会総会 ２限(1.3)授業 

         学科奨学生認定式 

20日(月) ３年職業適性検査 

       クレペリン検査 

21日(火) ３年内科検診 

22日(水) ２年歯科検診 ３学年集会 

24日(金) １年夏服販売 

高校総体・総文祭等激励式 

28日(火) １年内科検診 

29日(水) ３年歯科検診 

31日(金) 高校総体開会式 

      高校総文祭 (～6/1) 

６月 

1日(土) 高校総体 ～5日 

2日(日) 第1回英検(1次) 

      第2種電気工事士(筆記) 

      ３年進研マーク模試 

5日(水) ３年進研マーク模試 

8日(土) 第3土曜(15日)と入替授業 

9日(日) 第1回危険物取扱者試験 

10日(月) ３年学校紹介 

就職希望者面談 ～27日 

12日(水) 文化講演会 

13日(木) 前期中間考査    ～18日 

15日(土) 第2土曜(8日)と入替 

17日(月) 学校交通安全日(639回) 

       教育実習開始 

18日(火) ３年第２回就職ガイダンス 

２・３年自衛隊ガイダンス 

海外語学研修 

第３回オリエンテーション 

19日(水) ３年就職希望者企業見学会 

         読書週間      ～25日 

 ※変更になる場合があります。 

新 

入 

生 

研 

修 

英 語 科 よ り 

英語検定協会から 

「奨励賞」をいただきました！ 

英語検定協会の「奨励賞」は年３回の検定す

べてを受検し、生徒の英語力向上を奨励した団

体に贈られる賞です。本校では昨年度、準２級

に１０８名、２級に７４名の生徒が合格しました。

この賞は英検に向けて努力した生徒たちと、一

緒に対策をしてきた本校英語科の先生たちの、

みんなで受賞したものです。 

２０２０年度の大学入試改革にともない、民間

の検定試験を活用することが提示されていま

す。大学入試のためにはセンター試験から移行

する「共通テスト」と検定試験の双方、またはい

ずれかが必要とされることになり、英語検定の

重要度は増すばかりです。 

文徳高校では英検合格に向けて準２級、２級

について一次試験のライティング指導と二次試

験の面接指導を行っています。本校英語科教師

がそれぞれ５～１０名程度の生徒に添削を行う

少人数指導で、早朝・休み時間・放課後を利用し

て熱心に指導を行っています。    

今年度も合格を目指している生徒のチャレン

ジを期待しています。全力でサポートします。 

 

 

 

 



 

 

 

        

木
村
さ
ん(

3JS1
北
部
中)

が
４
月

21
日
、
東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
「日
本
の
心
と
美
の
祭

典 

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大

会
」に
出
場
し
、
見
事
、
装
い
の
女
王

（最
優
秀
賞
）に
選
ば
れ
、
世
界
一
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。
き
も
の
装

い
コ
ン
テ
ス
ト
は
着
付
け
の
速
さ
や 

                   

生
徒
指
導
部
で
は
平
成
31
年
度

の
年
間
目
標
を
「基
本
的
生
活
習
慣

の
確
立
」「人
権
意
識
の
高
揚
と
豊
か

な
心
の
育
成
」「挨
拶
の
習
慣
を
身
に

付
け
る
」「校
内
の
美
化
・安
全
管
理
」

と
立
て
ま
し
た
。
新
た
な
元
号
に
変

わ
る
新
年
度
、
何
事
に
も
全
力
を
尽

く
す
文
徳
生
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
１
年
生
も
少
し
ず
つ
文
徳

の
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
で
し
ょ
う
。

入
学
式
直
後
は
２
、
３
年
生
と
は
違

い
、
静
ま
り
返
っ
て
い
た
教
室
に
も 

           美
し
さ
、
そ
の
間
の
所
作
や
姿
勢
の

美
し
さ
、
ま
た
、
言
葉
遣
い
や
マ
ナ

ー
な
ど
に
よ
る
内
面
の
美
し
さ
を

競
い
合
う
も
の
で
す
。
木
村
さ
ん
は

15
歳
か
ら
着
付
け
を
始
め
、
12
月

の
九
州
大
会
で
代
表
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
装
い
の
女

王
と
し
て
世
界
中
で
活
動
し
ま
す
。 

            

 

      

笑
い
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
数
人

の
人
と
し
か
話
を
し
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
、
今
回
は
、
人
と
上
手
く
付
き
合

い
、
会
話
す
る
方
法
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
な
か
に
は
、
初
対
面
の
人
と
で

も
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
る
人
も
い

ま
す
。
そ
う
い
う
人
達
に
共
通
す
る

の
は
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か

け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

万
人
が
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

や
、
大
半
の
人
に
と
っ
て
、
初
め
て
会 

                 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
４
月
１
日
に
熊

本
市
民
総
合
運
動
公
園
に
て
開
催
さ

れ
た
第
31
回
九
州
高
校
選
抜
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
火
の
国
大
会
に
出
場
し
、
Ａ

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
出
場
メ

ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
で
す
。  

 
 竹

下
く
ん(

3F3
宇
土
鶴
城
中)  

深
水
く
ん(

3F4
湖
東
中) 

長
野
く
ん(

3T1
天
草
中) 

押
川
く
ん(

2T1
託
麻
中)  

岸
田
く
ん(

2T1
錦
中)  

永
田
く
ん(
2T1
錦
中)  

岩
﨑
く
ん(
1F2
玉
名
中) 

 

う
人
に
、
自
ら
積
極
的
に
声
を
掛
け

る
の
は
至
難
の
業
で
す
。
大
人
で
も

簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

誰
に
で
も
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
が

三
つ
あ
り
ま
す
。
①
笑
顔
で
い
る
こ

と
。
下
を
向
い
て
ば
か
り
で
は
、
人

は
な
か
な
か
話
し
か
け
に
く
い
と
思

い
ま
す
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る

人
の
周
り
に
は
、
自
然
と
人
が
集
ま

っ
て
き
ま
す
。
②
身
近
な
人
（隣
の
席

の
人
等
）
に
挨
拶
を
す
る
。
挨
拶
さ

れ
て
悪
い
気
持
ち
に
な
る
人
は
い
ま

せ
ん
。
き
っ
と
、
挨
拶
か
ら
会
話
が

始
ま
る
は
ず
で
す
。
隣
の
席
の
人
に

挨
拶
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

一
人
、
ま
た
一
人
と
増
や
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
挨
拶
す
る
と
勇
気
が
出

て
く
る
。
そ
の
勇
気
が
自
信
を
生
み

出
す
。
そ
の
自
信
が
成
功
へ
と
つ
な 

   

軟
式
野
球
部
が
３
月
27
、
28
日

に
行
わ
れ
た
第
53
回
九
州
地
区
高

等
学
校
軟
式
野
球
熊
本
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
開
新
高
校
に
１
対
０
で

勝
利
し
て
決
勝
に
進
出
し
、
決
勝
で

は
熊
本
農
業
高
校
を
接
戦
の
末
９
対

８
で
下
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。
４
月

21
～
23
日
に
行
わ
れ
た
九
州
大
会

で
は
決
勝
に
進
出
し
た
も
の
の
、
決

勝
で
鹿
児
島
実
業
高
校
に
敗
れ
、
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
出
場
メ
ン
バ

ー
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

北
園
く
ん(

3JS2
西
合
志
南
中) 

上
村
く
ん(

3T2
京
陵
中) 

辻
く
ん(

3F4
飽
田
中) 

吉
田
く
ん(

3F2
白
川
中) 

圓
山
く
ん(

3JS2
竜
南
中) 

芥
川
く
ん(

3JS1
宇
土
鶴
城
中) 

岩
田
く
ん(

3JS1
鹿
南
中) 

坂
田
く
ん(

3T2
合
志
中) 

和
田
く
ん(

3ST
京
陵
中) 

遠
矢
く
ん(

2T2
北
部
中) 

澤
田
く
ん(

2F4
竜
南
中) 

澤
田
く
ん(

2JS1
竜
南
中) 

橋
本
く
ん(

2JS5
飽
田
中) 

辻
く
ん(

2F4
飽
田
中) 

林
く
ん(

2F1
京
陵
中) 

本
田
く
ん(

2T1
三
和
中) 

 

が
り
ま
す
。
挨
拶
は
す
べ
て
の
基
本

で
す
。
挨
拶
が
習
慣
化
す
れ
ば
、
社

会
人
に
な
っ
て
も
困
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
③
相
手
の
話
か
ら
聴
く
。

自
分
か
ら
話
す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

ま
ず
、
話
を
聴
く
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
「聞
く
」で
は
な
く
「聴
く
」

で
す
。
辞
書
で
調
べ
る
と
、
「聞
く
」

と
「聴
く
」の
違
い
「聞
く
」は
音
や
声

を
耳
で
感
じ
る
。
「聴
く
」は
音
や
話

な
ど
を
理
解
し
よ
う
と
自
ら
進
ん

で
耳
を
傾
け
る
。
と
あ
り
ま
す
。
進

ん
で
耳
を
傾
け
て
相
手
の
話
を
聴
く

と
、
自
然
と
相
手
も
自
分
の
話
を
聴

い
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。 

自
分
の
話
ば
か
り
す
る
人
に
は
、

自
分
の
話
も
し
に
く
い
も
の
で
す
。

デ
ー
ル
・カ
ー
ネ
ギ
ー
の
著
書
に
「人

を
動
か
す
」と
い
う
本
が
あ
り
ま 

                 

済
木
さ
ん(

3F3
京
陵
中) 

岩
本
さ
ん(

2JS3
西
合
志
南
中) 

田
尻
さ
ん(

2F2
桜
山
中) 

            す
。
（図
書
館
に
あ
り
ま
す
。
）彼
の

金
言
の
中
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「あ
な
た
が
、
明
日
出
会
う
人
々
の

四
分
の
三
の
人
は
、
『
自
分
と
同
じ

意
見
の
人
は
い
な
い
か
』
と
必
死
に

な
っ
て
探
し
て
い
る
。
こ
の
望
み
を

叶
え
て
や
る
の
が
、
人
々
に
好
か
れ

る
秘
訣
で
あ
る
。
」ま
た
、
「あ
な
た

の
話
し
相
手
は
、
あ
な
た
の
こ
と
に

対
し
て
持
つ
興
味
の
100
倍
も
の
興

味
を
自
分
自
身
に
対
し
て
持
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
」
。
と
記
し
て
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

人
の
話
を
「聴
く
」の
は
と
て
も
重
要

で
す
。 

今
日
か
ら
、
①
②
③
を
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。 

                

     

ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
が
４
月
21
日
に

開
催
さ
れ
た
平
成
31
年
度
全
九
州

ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会
で
個
人
優
勝
３

人
を
は
じ
め
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
主
な
成
績
は
以
下
の
通
り

で
す
。 

10
ｍ
Ｓ
60
Ｊ
Ｍ 

優
勝 

山
西
く
ん(

3F4
藤
園
中) 

Ｂ
Ｐ
60
Ｊ
Ｍ 

優
勝 

園
田
く
ん(

2JS5
合
志
中) 

Ｂ
Ｒ
Ｓ
60
Ｊ
Ｗ 

優
勝 

高
並
さ
ん(

3F3
京
陵
中) 

10
ｍ
Ｓ
60
Ｊ
Ｗ 

３
位 

小
幡
さ
ん(

2F1
大
矢
野
中) 

10
ｍ
Ａ
Ｐ
60
Ｍ 

３
位 

園
田
く
ん(

2JS5
合
志
中) 

10
ｍ
Ａ
Ｐ
60
Ｗ 

３
位 

楠
下
さ
ん(

2F3
千
丁
中) 

            

                   

す で 欄 稿 投 り 

            

よ 庭 家 ご が 面 裏 

                   

生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 
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部 活 動 結 果 
◇女子ソフトボール部 

熊本県高等学校ソフトボール選手権大会 準優勝  

田中さん(3F2大矢野中)    藤本さん(3F2益城中) 

齊藤さん(3F2宇土鶴城中)  東さん(3F2阿蘇西原中) 

髙木さん(3F2宇土鶴城中)  成田さん(3F2阿蘇中) 

松野さん(3F2宇土鶴城中)  松本さん(3F2本渡中) 

上村さん(3T2三角中)     上野さん(2F2八代第一中) 

木村さん(2F2大矢野中)    甲斐さん(2F2益城中) 

泉野さん(2F2宇土鶴城中)  綾さん(2F2東部中) 

井上さん(2F4河内中)      那須さん(1F2三和中) 

鶴留さん(1F3一の宮中) 

 

◇空手道部 

熊本市高等学校空手道競技大会 

団体 優勝 

梅山くん(3F3竜南中)      松﨑くん(3T2桜木中)  

中村くん(3T1鹿南中)      松本くん(2T2湖東中) 

大島くん(1F1松島中)      中島くん(1T1玉名中) 

稲崎くん(1T1湖東中) 

男子個人組手 準優勝  松﨑くん(3T2桜木中) 

文 徳 点 描 
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式
野
球
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県
優
勝
・
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新
学
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達
作
り
に
大
切
な
３
つ
の
こ
と 
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部
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軟式野球部 

装
い
の
女
王 

世
界
一 

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト 

世
界
大
会 

優
勝 

３
Ｊ
Ｓ
１ 

木
村
海
桜
さ
ん 

 

 ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
優
勝 

 

第
31
回
火
の
国
杯 

ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
Ｖ
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全
九
州
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会 

 

ライフル射撃部 

 

ソフトテニス部 



      

新
入
生
の
皆
さ
ん
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
新
し
く

文
徳
高
校
の
一
員
と
な
ら
れ
た
393

名
の
皆
さ
ん
心
よ
り
歓
迎
致
し
ま

す
。
文
徳
高
校
は
、
生
徒
一
人
一
人

の
夢
を
応
援
す
る
学
校
で
す
。
夢
の

実
現
の
為
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
皆
さ

ん
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
環
境
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

３
年
後
そ
し
て
10
年
後
の
自
分
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
自
己
実
現
に
向
け
、

今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
行
動
に

移
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
は
、
昨
年
度
の
入
試
結
果
を

ご
報
告
致
し
ま
す
。
国
公
立
大
学
に

40
名
（九
州
大
１
名
、
筑
波
大
１
名
、 

                             

   

  

 

熊
本
大
５
名
、
熊
本
県
立
大
11
名
な

ど
）、
ま
た
、
私
立
大
学
に
は
、
436
名

(

早
稲
田
大
１
名
、
慶
應
大
４
名
、
崇

城
大
155
名
〈内 

薬
学
部
22
名
〉）の

生
徒
が
合
格
通
知
を
手
に
し
ま
し

た
。 今

回
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
普

通
コ
ー
ス
か
ら
現
役
で
難
関
大
学
の

慶
應
大
学
や
、
崇
城
大
学
の
薬
学
部
、

工
学
部
航
空
操
縦
学
専
攻
に
合
格
で 

      

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
文

徳
高
校
で
の
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
、

君
の
未
来
を
切
り
拓
く
大
切
な
時

期
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、

職
業
の
選
択
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
様
々

な
活
動
を
通
し
て
視
野
を
広
げ
、
自

分
の
適
性
を
見
出
し
て
下
さ
い
。
自

分
は
何
を
し
た
い
の
か
、
何
が
で
き

る
の
か
、
自
分
自
身
を
よ
く
理
解
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か

ら
始
ま
る
高
校
生
活
に
は
、
楽
し
い 

                

き
た
こ
と
で
す
。
合
格
し
た
生
徒
た

ち
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
自
分
の
夢
を

実
現
す
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん

だ
こ
と
で
す
。
進
特
コ
ー
ス
で
も
簡

単
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
大

学
や
学
部
に
、
普
通
コ
ー
ス
か
ら
合

格
で
き
た
こ
と
は
快
挙
で
あ
り
、
後

輩
た
ち
に
将
来
の
可
能
性
を
大
き

く
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
、

保
護
者
の
皆
様
に
良
い
結
果
を
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
生
徒
達
を
指
導

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 新

学
期
が
始
ま
り
、
２
年
生
の
普 

      

こ
と
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
新
し
い

壁
に
ぶ
つ
か
り
心
が
負
け
そ
う
に
な

る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
で
も
毎

日
の
授
業
を
生
活
の
中
心
に
据
え
、

学
校
行
事
・部
活
動
等
に
積
極
的
に

参
加
し
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を
掘

り
起
こ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

挑
戦
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
見
え
て

く
る
景
色
が
あ
り
ま
す
。
受
け
身
の

進
路
選
択
に
留
ま
ら
ず
、
前
向
き
に

自
分
の
進
路
作
り
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

                

通
科
は
文
理
に
、
理
工
科
は
専
門
課

程
に
分
か
れ
た
授
業
展
開
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
自
分
の
得
意
教
科
を

伸
ば
し
、
更
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
、
社
会
で
必
要

と
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
と
な

る
為
に
、
英
語
力
に
も
磨
き
を
か
け

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

３
年
生
は
、
高
校
生
活
の
集
大
成

の
年
と
な
り
ま
す
。
将
来
の
目
標(

就

職
、
進
学)

に
向
け
、
色
々
な
活
動
と 

両
立
さ
せ
な
が
ら
勉
強
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

就
職
を
考
え
て
い
る
生
徒
は
、
９

月
中
旬
か
ら
入
社
試
験
、
進
学
を
考 

  

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
、

３
月
21
日
、
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ

た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
と
の
開
幕
第
２

戦
を
最
後
に
45
歳
で
現
役
を
引
退

し
ま
し
た
。
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
引
退

時
の
会
見
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
す
。
「現
役
生
活
の
中
で
貫

け
た
こ
と
は
、
野
球
の
こ
と
を
愛
し

た
こ
と
。
こ
れ
は
変
わ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
」「最
低
50
歳
ま
で
と
本
当

に
思
っ
て
い
た
し
、
そ
れ
は
か
な
わ

ず
有
言
不
実
行
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

け
ど
、
言
わ
な
か
っ
た
ら
こ
こ
ま
で

来
ら
れ
な
か
っ
た
。
」「新
し
い
世
界

に
挑
戦
す
る
の
は
大
変
な
勇
気
が
い

る
。
成
功
す
る
と
思
う
か
ら
や
り
た

い
、
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
行
か
な

い
と
い
う
判
断
基
準
で
は
後
悔
を
生 

            

    

え
て
い
る
生
徒
は
、
７
月
中
旬
か
ら

受
験
が
始
ま
り
ま
す
。
試
験
日
ま
で

の
時
間
は
、
み
な
平
等
で
す
。
万
全

の
態
勢
で
臨
め
る
よ
う
、
一
日
一
日

を
大
切
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
２
０
２
１
年
度
の
大
学
入
試
改
革

へ
向
け
、
各
大
学
に
よ
っ
て
入
試
変
更

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
最
新
の
情

報
収
集
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。 進

路
に
関
し
て
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者
の

方
も
お
気
軽
に
進
路
指
導
室
ま
で

お
越
し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

  

む
と
思
う
。
や
り
た
い
な
ら
挑
戦
す

れ
ば
い
い
。
」「人
よ
り
頑
張
る
な
ん

て
で
き
な
い
。
自
分
の
限
界
を
ち
ょ

っ
と
超
え
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
そ

の
積
み
重
ね
で
し
か
自
分
を
超
え
ら

れ
な
い
。
」イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、
ど
う

す
れ
ば
野
球
が
上
達
で
き
る
の
か
、

技
術
向
上
の
た
め
に
全
て
を
さ
さ
げ
、

プ
ロ
28
年
間
を
突
っ
走
っ
て
き
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
何
事
も
自
分
の
形
を

作
っ
て
い
な
い
人
に
は
結
果
を
出
せ

な
い
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
成
績
を
残
そ
う
と
、
公
私
に
わ
た

り
ほ
と
ん
ど
の
行
為
を
習
慣
化
し
て

い
ま
す
。
公
式
戦
中
は
場
所
と
時
間

で
食
べ
る
も
の
が
決
ま
っ
て
い
る
な

ど
、
そ
の
行
動
は
時
計
の
よ
う
に
正

確
で
あ
り
、
機
械
の
よ
う
だ
と
い
わ

れ
る
こ
と
を
誇
り
に
さ
え
感
じ
て
い

た
そ
う
で
す
。 

 

若
さ
に
は
、
新
し
い
社
会
を
創
り

出
し
て
い
く
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
徳
高
校
に

は
、
こ
れ
ま
で
幅
広
い
分
野
で
逸
材

を
輩
出
し
て
き
た
校
風
が
あ
り
ま

す
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
君
の
無

限
の
可
能
性
を
信
じ
、
誰
に
で
も
で

き
る
小
さ
な
こ
と
を
疎
か
に
せ
ず
、

反
復
に
耐
え
る
粘
り
強
さ
に
加
え
、

わ
ず
か
な
違
い
を
感
知
す
る
鋭
さ

を
大
切
に
一
生
懸
命
努
力
し
て
く
だ

さ
い
。 

文
徳
高
校
は
頑
張
る
君
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。 

 

  

４
月
17
日
、
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ
で
体
育
大
会
の
結
団
式
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
の
大
会
テ
ー
マ
は

大
塚
く
ん(

2F4
西
合
志
南
中)

の
考
え

た
「Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
～
栄
光
へ
～
」で
す
。

入
学
間
も
な
い
一
年
生
に
も
雰
囲
気

が
伝
わ
る
よ
う
に
体
育
大
会
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
団
ご
と
に
分
か
れ
、
各

団
長
の
挨
拶
の
後
、
団
選
抜
競
技
の

選
手
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
度
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
崇

城
大
学
の
競
技
場
を
お
借
り
し
て
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
徒
が

主
体
と
な
り
、
各
委
員
会
が
運
営
を

行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容

の
説
明
が
行
わ
れ
、
説
明
を
受
け
て

い
る
生
徒
は
真
剣
な
表
情
で
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。 

     

４
月
28
日
の
体
育
大
会
に
向
け
て

応
援
団
や
企
画
係
、
美
術
部
を
は
じ

め
と
し
た
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
係
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
が
準
備
や
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
昨
年
度

優
勝
し
た
青
団
応
援
団
の
練
習
風
景

を
取
材
し
て
来
ま
し
た
。
応
援
団
は

３
団
と
も
春
休
み
返
上
で
練
習
を
続

け
、
授
業
や
課
外
の
後
の
限
ら
れ
た

時
間
を
利
用
し
て
応
援
の
計
画
を
練

っ
て
い
ま
す
。
以
下
は
青
団
応
援
団

長
、
髙
津
く
ん(

3T2
阿
蘇
中)

の
言
葉

で
す
。 

           

               

 

ま
た
、
本
年
度
は
部
活
動
紹
介
の

復
活
や
集
団
行
動
へ
の
女
子
の
参
加

な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
も
行
わ

れ
、
昨
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
よ
う
と
、
生
徒
も
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。 

     「自
分
は
頼
り
な
い
団
長
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
皆
に
と
っ
て
今
ま
で
で

一
番
の
体
育
大
会
に
で
き
る
よ
う
、

精
一
杯
応
援
す
る
の
で
、
つ
い
て
来

て
く
だ
さ
い
。
優
勝
し
た
昨
年
よ
り

も
、
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
青
団
の

力
を
見
て
く
だ
さ
い
。
」 

                 

生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 
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２
年
普
通
科 

桜
が
満
開
の
時
期
を
迎
え
、
昨
年

の
子
ど
も
の
入
学
式
を
思
い
出
し
ま

す
。
多
感
な
年
頃
で
も
あ
り
、
小
・

中
学
生
時
代
を
一
緒
に
過
ご
し
た
友

人
た
ち
と
の
別
れ
、
入
学
当
初
は
複

雑
な
気
持
ち
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
で
大
過

な
く
無
事
に
進
級
を
迎
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
高
校
生
活
残
り
二
年
、

本
分
で
あ
る
勉
強
の
努
力
は
勿
論
で

す
が
、
こ
の
時
期
に
し
か
巡
り
会
わ

な
い
迷
い
や
悩
み
に
も
自
分
自
身
で

し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
二
年
後
の

こ
の
時
期
に
は
少
し
成
長
し
た
自
分

自
身
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
是
非
、

笑
顔
で
満
開
の
桜
の
時
期
を
迎
え
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

２
年
普
通
科 

中
学
１
・
２
年
と
成
績
が
思
う
よ

う
に
伸
び
ず
高
１
で
や
っ
と
努
力
の

甲
斐
あ
り
念
願
の
ク
ラ
ス
に
入
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
先
生
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
早
く
慣
れ
、
勉
強

に
集
中
し
た
い
と
焦
っ
て
い
る
み
た

い
で
す
が
、
学
力
レ
ベ
ル
の
高
い
ク
ラ

ス
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
様
な
の
で

親
と
し
て
も
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

娘
に
と
っ
て
最
高
の
環
境
を
与
え
て

頂
け
る
文
徳
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 

 

            

    

２
年
普
通
科 

今
年
一
年
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

２
年
に
な
り
ク
ラ
ス
替
え
も
あ
り
、

そ
ろ
そ
ろ
将
来
の
夢
や
目
標
を
身
近

に
感
じ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

本
人
は
部
活
動
に
と
り
あ
え
ず
「全

力
」
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
全

力
」
で
何
か
で
き
る
と
い
う
事
は
違

う
こ
と
（学
習
）に
も
全
力
で
取
り
込

め
る
の
で
は
…
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

同
級
生
や
先
輩
に
も
恵
ま
れ
楽
し
く

過
ご
し
て
い
る
の
で
、
親
と
し
て
は

安
心
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
頑
張

り
を
期
待
す
る
と
同
時
に
親
と
し
て

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
つ
も
り
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

          ２
年
普
通
科 

入
学
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

一
年
が
過
ぎ
て
良
き
先
生
と
ク
ラ
ス

に
恵
ま
れ
、
毎
日
通
学
す
る
こ
と
が

で
き
感
謝
致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

っ
と
学
習
面
で
頑
張
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ご
指
導
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
年
普
通
科 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
文
徳
点
描
、
毎
回
興
味
深
く
読

ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達

の
頑
張
り
や
先
生
方
の
熱
い
思
い
が

し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

大
事
に
育
て
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
年
次
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

           

３
年
普
通
科 

文
徳
点
描
は
い
つ
も
楽
し
み
に
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
「今
年

度
の
入
試
分
析
と
努
力
に
つ
い
て
」努

力
と
一
言
で
い
う
と
簡
単
な
こ
と
で

す
が
、
人
に
よ
っ
て
努
力
は
様
々
で

あ
る
こ
と
、
自
分
の
目
標
に
近
づ
け

る
た
め
に
ど
の
く
ら
い
の
努
力
が
必

要
に
な
る
の
か
深
く
記
述
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
改
め
て
考
え

て
も
ら
い
志
望
校
合
格
へ
つ
な
が
る

よ
う
に
と
思
い
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

３
年
生
は
勝
負
の
年
で
す
。
１
年

生
の
頃
は
第
一
志
望
の
高
校
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
ふ
て
く
さ
れ
て
入
学

式
に
参
加
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

で
す
が
、
真
面
目
な
性
格
な
の
で
コ

ツ
コ
ツ
と
勉
強
し
て
い
る
姿
に
安
心

し
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
は
親
子

共
々
大
変
で
す
が
精
一
杯
努
力
し
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

卒
業
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
生
花
で
つ

く
ら
れ
た
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
胸
に
し
た

３
年
生
は
、
皆
胸
を
張
り
、
堂
々
と

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
入

学
し
て
す
ぐ
に
起
き
た
熊
本
地
震
を

乗
り
越
え
て
３
年
間
勉
強
に
部
活
に

が
ん
ば
り
通
し
た
自
信
が
彼
ら
を

支
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
３

年
間
教
え
導
い
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、

保
護
者
の
方
々
も
そ
ん
な
卒
業
生

を
見
て
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
卒
業

式
で
し
た
。 

３
年
普
通
科 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
い
よ
い
よ
最
終
学
年
に
な
り
ま

し
た
。
「ヤ
ル
時
は
す
る
か
ら
…
」の

言
葉
を
信
じ
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

進
路
に
揺
れ
て
い
る
せ
い
で
本
腰
が

入
ら
な
い
様
に
も
伺
え
、
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
る
日
々
で
す
。
先
生
、
是

非
喝
を
入
れ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

今
年
度
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

桜
の
木
の
前
で
入
学
を
喜
ん
だ
の

は
つ
い
こ
の
前
の
様
で
し
た
が
、
つ
い

に
最
終
学
年
を
迎
え
親
も
子
も
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
４
月
を
迎
え

ま
し
た
。
卒
業
式
の
記
事
で
は
皆
さ

ん
大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
か

れ
る
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
様
で
す
。

来
春
、
我
が
子
ら
も
新
し
い
一
歩
を

踏
む
こ
と
が
出
来
る
様
、
感
謝
の
気

持
ち
と
向
上
心
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

と
う
と
う
３
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

文
徳
高
校
が
好
き
な
我
が
子
…
。
そ

れ
位
、
勉
強
も
好
き
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
親
も
心
配
し
な
い
の
に
と
思
い

な
が
ら
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
残
り

一
年
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や

友
達
と
笑
顔
で
卒
業
出
来
る
様
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

               

            

３
年
普
通
科 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
い
よ
い
よ
３
年
生
。
受
験
に
向
け

て
一
段
と
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組

ん
で
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
状

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
前
回
の
点
描

に
「努
力
」は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く

望
む
こ
と
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
自

分
自
身
が
や
る
べ
き
事
…
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
目
標
に
近
づ
く
た
め

の
行
動
が
出
来
て
い
る
の
か
。
目
標

の
方
か
ら
近
づ
い
て
く
れ
る
事
は
絶

対
に
な
い
と
い
う
こ
と
。
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。
き
っ

と
こ
の
１
年
は
、
周
り
か
ら
も
受
験

生
と
い
う
事
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
ら
れ
本
人
も
逃
げ
出
し
て
し
ま
い

た
く
な
る
事
も
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
親
と
し
て
は
何
も
し
て
あ
げ

ら
れ
る
事
が
な
い
の
で
す
が
、
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
不
安
を
ヤ
ル
気

へ
変
え
ら
れ
る
様
に
一
緒
に
悩
み
な

が
ら
も
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
先
生
方
に
は
沢
山
の
ご

迷
惑
、
ご
心
配
を
お
掛
け
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
ま
で
の
よ
う
に
あ
つ

～
い
ご
指
導
の
程
、
く
れ
ぐ
れ
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

早
い
も
の
で
入
学
し
て
か
ら
二
年

が
経
ち
３
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
受
験
生
で
す
。
し
っ
か
り
自

分
を
持
ち
、
自
分
に
負
け
な
い
よ
う

頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。
一

年
後
は
一
点
の
曇
り
も
な
い
笑
顔
で

新
し
い
道
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う

に
。 

３
年
普
通
科 

卒
業
式
、
入
学
式
も
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
３
年
生
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、

受
験
に
向
け
て
日
々
精
進
し
、
目
標

達
成
で
き
る
よ
う
行
動
し
、
来
春
は

う
れ
し
涙
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め

た
ら
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
に
は
い

つ
も
お
世
話
に
な
り
安
心
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
あ

っ
と
い
う
間
に
３
年
生
へ
…
。
月
日
が

経
つ
の
は
本
当
に
早
い
も
の
だ
と
感

じ
ま
す
。
今
年
は
弟
も
中
３
で
Ｗ
受

験
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

が
決
定
す
る
ま
で
時
間
が
足
り
な
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
泣
い
て
も
笑
っ
て

も
後
一
年
！
大
学
目
指
し
て
し
っ
か

り
と
力
を
つ
け
て
欲
し
い
で
す
。
心

配
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

３
年
理
工
科 

日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
い
よ
い
よ
最
終
学
年
と
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
る
な
ぁ
と
感
じ
る
日
々
で

す
。
目
標
と
し
て
い
る
第
一
種
電
気

工
事
士
に
何
か
と
合
格
し
て
欲
し
い

と
願
う
日
々
で
す
。
悔
い
が
残
ら
な

い
よ
う
一
日
一
日
を
大
切
に
歩
ん
で

く
れ
た
ら
と
願
い
ま
す
。
ま
た
、
私

自
身
も
こ
の
一
年
間
、
精
一
杯
手
助

け
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先

生
方
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

           

         

３
年
理
工
科 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
３
年
生
。
自
分
の
中
で
は

こ
の
前
、
入
学
し
た
位
の
気
持
ち
な

ん
で
す
が
…
。
本
人
も
受
験
生
に
な

っ
た
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
ら
し
く
、

あ
と
一
年
早
く
始
め
て
お
く
べ
き
だ

っ
た
と
も
言
い
ま
す
。
「ま
だ
ま
だ
、

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。
先
生
達
を

信
じ
て
頑
張
っ
て
」と
伝
え
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

３
年
理
工
科 

桜
の
花
を
見
な
が
ら
二
年
前
の

入
学
式
を
思
い
出
し
ま
す
。
制
服
に

少
し
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
頃
と
比

較
す
る
と
ず
い
ぶ
ん
、
息
子
が
成
長

し
た
様
に
思
い
ま
す
。
先
生
方
の
ご

指
導
の
も
と
、
自
分
で
高
校
生
活
の

過
ご
し
方
を
考
え
、
勉
強
と
向
か
い

合
う
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
厳
し
い
受
験
で
す
。

健
康
な
体
、
強
い
心
で
乗
り
切
れ
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

３
年
理
工
科 

時
が
経
つ
の
は
こ
ん
な
に
早
い
も

の
か
と
驚
く
ば
か
り
で
す
。
少
し
前

に
入
学
し
た
様
に
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
３
年
生
に
！
部
活
も
残
す
所
、
約

二
ヶ
月
…
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
い
感

じ
で
す
。
し
か
し
、
進
学
し
た
い
と
い

う
子
ど
も
の
た
め
に
私
も
頑
張
ら

な
く
て
は
と
改
め
て
気
合
い
を
入
れ

直
し
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
時
間
を
大

事
に
、
自
分
の
目
標
が
か
な
う
様
に

精
一
杯
の
努
力
を
し
て
欲
し
い
で
す
。

先
生
方
、
ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

ご

家

庭

よ

り 
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生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 

 

  
部活動紹介 相撲部の「Ｕ．Ｓ．Ａ」 

 

  

空手道部 市内大会優勝 

 

 

部活動紹介 吹奏楽部 

 

 

対面式 松村教頭からのメッセージ 

  
体育大会練習 ラジオ体操 

 

  
体育大会練習 団席の様子 

  
応援団 練習風景 


